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（
４８
頁
か
ら
）

れ
て
ゆ
く
罪
あ
る
肉
に
よ
っ
て
蝕
せ
ら
れ

（霊
の
日
の
蝕
）、
朽
ち
て
ゆ
く
（
不

安
）
「霊
」
で
あ
る
。
そ
の
苦
悩
こ
そ
は

『有
明
集
』
を
貫
ぬ
く
主
調
で
あ
る
。

以
上
の
素
描
に
お
い
て
は

「罪
」
「愛
」
「肉
」

「霊
」
等
の
こ
と
ば
に
あ
ま

り
拘
泥
し
す
ぎ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
語
は
有
明
詩
の
本
質
か
な

り
よ
く
物
語

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の

「愛
」
の
中
に
は
幼
な
く
し
て
生
別
し
た
母
へ
の
思
慕
が
こ
め
ら
れ
て

い」いに颯嗽屁̈
げ燎」をゆ云「輝け〉し「翻け物［律州麟剛̈
嘲い酬

「愛
」
の
消
長
を
た
ど

っ
て
み
た
の
で
あ
る
。

註
１
、

『
定
本
蒲
原
有
明
全
詩
集
穴
昭
和
三
十
二
年
刊
）
の
拾
遺
篇
及
び
矢
野

峰
人
氏
の

『
蒲
原
有
明
研
究
　
増
訂
版
』
（
昭
和
三
十
四
年
刊
）
所
収

「有

明
逸
詩
抄
」
の
中
に
、
こ
の

「
を
と
め
ご
こ
ろ
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。
恐
ら
く

「
を
と
め
ご
こ
ろ
」
と
ほ
ぼ
同

じ
頃
に
発
表
さ
れ
た
詩
が
単
行
本
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
一

篇
も
同
様
に
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

２
、
有
明
の

「
先
駆
者
と
し
て
の
藤
村
」
含
´
林
間
歩
十
九
号
）
に
は
、
青
年

時
代
に

『
若
菜
集
』
の
こ
と
ば
を
分
解
し
、
語
法
の
組
合
せ
を
仔
細
に
検

討
し
た
と
あ
る
。
も

っ
て

『
若
菜
集
』

へ
の
傾
到
の

一
端
が
し
の
ば
れ
る

が
、

「
逃
げ
水
」
の
八

・
六
調
は
律
格
の
上
か
ら
も
有
明
の
注
意
を
ひ
い

た
で
あ
ろ
う
。

３
、

「
静
岡
の

一
夜

（
有
明
氏
談
片
）―
蒲
原
有
明
氏
訪
間
記
」
（蒲
原
有
明

研
究
所
収
）
六
〇
頁

４
、　
ロ
セ
ッ
テ
ィ
の
影
響
に
つ
い
て
は

「蒲
原
有
明
の
詩
に
及
ぼ
せ
る
西
詩

の
影
響
」
（
蒲
原
有
明
研
究
所
収
）
参
照

５
、
「
草
わ
か
ば
』
の
著
者
に
」
含
バ
林
間
歩
十
九
号
）

６
、

『
続
明
治
文
学
史
　
中
巻
』
四
六
五
頁

７
、

「
蒲
原
有
明
の
詩
に
及
ぼ
せ
る
西
詩
の
影
響
」
及
び

『
続
明
治
文
学
史

中
巻
』
第
五
章
第
四
節

８
、

『
日
本
詩
歌
の
象
徴
精
神
　
現
代
篇
』
三
三
五
を
三
二
六
頁

９
、
筆
者
は
こ
の
「
別
離
」
を
名
作
「
末
莉
花
」
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

１０
、

『
続
明
治
文
学
史
　
中
巻
』
四
七
四
―
四
人

一
頁

１１
、

『
日
本
詩
歌
の
象
徴
精
神
　
現
代
篇
』
三
三
七
―
三
三
八
頁

‐２
、
河
村
政
敏
氏

「蒲
原
有
明
」
（
国
文
学
第
五
巻
第
七
号
）
参
照




